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新年が明け、ついに２０２５年がはじまった。団塊の世代が７５歳以上にな

り国民の４人に１人が後期高齢者になるという「２０２５年問題」に対して地

域包括ケアシステムもこの年を目途に構築を目指してきた。 
先日、山口県医療関係団体新年互礼会に参加させて頂いた。ずいぶん前から

出席させて頂いている会だが年に一度、若い頃お世話になった先生方にお会い

する機会となっていた。現在は県の要職に就かれ滅多にお会いする事のない皆

さんだが地域リハビリという言葉がない頃、地域医療や地域づくりのための助

言・支援を頂いた方々だ。特に今年の互礼会ではずっとお会い出来ていなかっ

た先生に数十年振りにご挨拶することが出来た。多少記憶が曖昧だが３０年近

く前になるだろうか？旧徳山市で「機能訓練事業」という名称で行っていた特

定高齢者支援は地域での介護予防事業のはじまりであったように思う。機能訓

練事業の会場である診療所の所長であったその先生は積極的に現場に参加され

地域支援を一緒に悩み行政との折衝にもずいぶんとお力添えを頂いた。実は最

近のことだが当時機能訓練事業で支援させて頂いた方にお会いして驚いた。年

を重ね困ることも多少増えてきたと言われるその方は現在も必要な時には助け

を受けながら自立した生活を楽しまれており趣味の映画DVDについて楽しそう

に説明してくれた。先生にその話をお伝えしたところたいへん喜ばれていた。 
互礼会に出席するたび、自分の作業療法士としての経歴がいかに多くの方に

助けられ支えられてきたものであるかをあらためて実感する。 
自立とは、全てを自分で行えるという意味ではない。自分で出来ない時、困っ

た時に頼る先、助けを求める先をどれだけたくさん持っているかであり、その

上で自分の生き方を自分で選択しているという実感を持てることである。 
４０年以上の OT 生活の中でたくさんの方に頼り、たくさんの方に助けて頂

くことで、現在の自分があることを思えば私も実は意外に自立度が高いと言え

るのかも知れない。 
これからの県士会に求められるのは、自分だけでは解決できない時、悩んだ

時、行き詰った時に、互いに頼り、助けを求め、支え合うことで、我々OT自身

の自立度を高める仲間の集う場としての役割を忘れてはならないのではないか

と思う。 
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「9.事例検討 10.事例報告」のご案内 
 
この度、学術部主催で現職者共通研修（9.事例検討 10.事例報告）を行います。2025 年度から作業

療法士協会の生涯教育制度が新生涯学修制度に変更となります。現存の現職者共通研修（9.事例検討 

10.事例報告）を受講されていない方は、受講する最後の機会となりますので、教育体制が変更となる

前に受講してみてはいかがでしょうか。ご参加をお待ちしております。 

 

1. 日 時：令和 7年 3月 9日（日） 10：00～15：00（受付 9：30～） 

2. テ ー マ：9.事例検討 10.事例報告 

3. 形 式：対面（会場：山口コ・メディカル学院） 

※※※山口県立総合医療センターから開催地変更しています。ご注意下さい※※※ 

4. 定 員：発表者 12 名 

（希望者が多い場合は抽選で決定します。9.事例検討を希望される方の人数制限はありません） 

5. 参 加 費：山口作業療法士会 会員 300円 非会員 1500円（終日一律) 

（参加費は返信用メール記載の URLから PassMarket を通じてお支払い下さい) 

6. 参加条件： 

【9.事例検討のみ履修を希望の方】 

・「8.事例検討方法論」まで履修済みであること 

・研修内で必ずディスカッション(質疑や発言)をすること 

【10.事例報告のみ履修希望の方 】 

・「8.事例検討方法論」「9.事例検討」まで履修済みであること 

・発表方法：パワーポイント 提出用レジュメ A3 1枚 

・発表時間：1名 10 分＋質疑応答 20 分 

※申込時に発表テーマ(タイトル)もお知らせください。なお、レジュメの提出は 2 月 21 日まで

に問い合わせ先のメールアドレスへ送信してください 

 【9.事例検討 10 事例報告を同日に履修を希望される方】 

  ・「8.事例検討方法論」まで履修し「9.事例検討」「10.事例報告」を希望の方 

  ・午前に「9.事例検討」を履修し午後に「10.事例報告」を履修となります 

7. 申込方法：https://forms.gle/B4mMhFY87AjiFr4x6 

8. 申込締切：2025 年 2月 8日(土)  

9. 問い合わせ先 

山口県立総合医療センター 

リハビリテーション部 藤村 圭介 

Tel 0835-22-4411  E-mail rihabiri@ymghp.jp 

 
 
 
 

 

 
 
 

研修会案内 
 

県士会主催の研修会案内 

https://forms.gle/B4mMhFY87AjiFr4x6
mailto:rihabiri@ymghp.jp
https://forms.gle/B4mMhFY87AjiFr4x6
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「令和 6 年度 身障部会研修会」のご案内 
 
 

身障部会では「ハンドセラピィ」をテーマに研修会を行うことと致しました。日々の臨床場面

で、評価や治療手技に困った経験がある方やこれからもっと勉強したいと考えられている方にハン

ドセラピィを深く知るきっかけにして頂けたらと考えております。 
この度、文献の執筆から学会運営などハンドセラピィの分野で幅広くご活躍されている手外科専

門作業療法士の池本和子先生にご講義頂く事となりました。池本先生の臨床経験や最近のトピック

スなど明日の臨床に繋がるような講義内容になっておりますので、皆様のご参加をお待ちしており

ます。 

 
1. 日 時：令和 7年 3月 1日（土） 10:00～11:30 （受付 9：30〜） 

2. 会 場（形式）：Zoom 「ミーティング ID」「パスコード」等は、後日、連絡いたします。 

3. 対 象 者：中国 5県士会員、他都道府県士会員 

4. テ ー マ：「私とハンドセラピィ」 

5. 講 師：池本和子先生 神戸労災病院 作業療法士 

6. 参 加 費：500 円 （中国 5 県士会員、他都道府県士会員）、非会員 2500 円（2 ポイント付与）         

申し込み後、担当より支払い用 passmarketの URLを記載したメールを送信いたします。 

そちらからお支払いください。 

7. 申込方法：下記の URL または QRコードより必要事項を記入して下さい。 

URL：https://forms.gle/Wb98CScQM9Vh95AT8 

下に添付の QRコードからも申込可能です。 

8. 申込期間：令和 7年２月 1日（土）〜令和 7年 2月 21日（金） 

9. 支払期間：令和 7年２月 1日（土）～令和 7年 2月 21日（金） 

10. 参加人数：30人程度 

11. 問合せ先：山口労災病院 畑野 晃一  

 E-mail：y-ot@yamaguchih.johas.go.jp 

TEL：0836-83-2881 

当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

 

            

※連絡事項： 

① 申込時のメールアドレスは、当日 Zoomで使用する個人の PC用メールアドレスでお願いしま

す。 

② 申込後、確認用のメールが送信されます。届かない場合は、申込時のメールアドレスが違っ

ている可能性がありますので、再入力をお願いします。 

※google.comからのメールがブロックされないよう設定をお願いします。何度入力しても確

認メールが届かない場合は、担当者へお問い合わせ下さい。 

③ 複数回入力された場合は、最後の入力を有効とさせていただきます。 

④ 申込時の会員情報（会員番号・氏名等）は、日本作業療法士協会に登録したものと同じもの

を入力してください。以下の URLより確認をお願いします。 

https://www.jaot.net/mm/#/login 適切に入力されないと生涯教育システムへ登録出来ませ

ん。 

⑤ 研修会中の画面を録画させていただく場合がありますので、ご了承下さい。個人情報の保護

については、会の方針に則り適切に運用させていただきます。 

⑥ 研修会受講時には当該年度有効の県士会会員証と協会会員証を提示してください。会費納入

が遅れ、会員証を受けとってない方は振込受領書を提示して下さい)。提示が出来ない場合は

生涯教育ポイントの発行は出来ません。 

 

 

 

https://forms.gle/Wb98CScQM9Vh95AT8
mailto:y-ot@yamaguchih.johas.go.jp
https://www.jaot.net/mm/#/login
https://forms.gle/Wb98CScQM9Vh95AT8
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第 13 回 維新リハビリテーション研究会 開催のお知らせ 
 
平素より当研究会にご支援頂きまして誠にありがとうございます． 

第 13 回 維新リハビリテーション研究会を下記の通り実施致します．要項をご一読のうえ，下記 QR コ

ードより参加案内希望のご登録をお願い致します．ご登録頂きましたアドレスに当日の案内をお送り

いたします．前回までの募集にてご連絡を頂いた先生は，ご登録は不要です． 
 

記 

1. 日 時：2025 年 2月 26 日（水） 18:30から 20:00 

2. 開催形式： Web（ZOOM） 

3. 参 加 費：無料  

4. 生涯教育：日本作業療法士協会 基礎ポイント 1ポイント 

5. 内 容：脳血管障害 「右半球の高次脳機能障害 ②」  

脳血管障害 「左半球の高次脳機能障害 ① ②」 

6. 講 師：森脇 善幸：みなくるはうす下松 

認定作業療法士 

御書 正宏：周南リハビリテーション病院  

認定作業療法士  

 

7. 注意点 

  １．参加証明書配布のためインターネット環境下の PCで参加をお願いします． 

  ２．１名につき１つのアドレスでご登録下さい．  

  ３．病院，施設などのアドレスは避け，個人のメールアドレスをご登録ください． 

  ４．複数人での視聴は可能ですが，ポイントはご登録のアドレスの方のみとなります． 

  ５．講義中に提示したスライドなどの資料配布はありません. 

8. 問い合せ先 

  維新リハビリテーション研究会  

森脇 善幸（もりわき よしゆき） 

   メールアドレス：ishin.rehabili@gmail.com 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他団体主催の研修会案内 

mailto:ishin.rehabili@gmail.com
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（R6.12.4～R7.1.8） 

＜他県士会ニュース＞ 

新潟県 ニュース№26 

兵庫県 ニュース№82 

秋田県 ニュース vol41№3 

愛知県 ニュース№195 

長野県 会報№236 

北海道 ニュース№177 

＜冊子・パンフ等＞ 

・山口県理学療法士会 第 33 回山口県理学療法

学術大会・抄録 

・日本作業療法学会 第 59 回日本作業療法学

会・ポスター 

・山梨県リハビリテーション専門職合同学術大

会 抄録集 

 
 
 
 
（R6.12.4～R7.1.8） 

<新規施設> 

（宇部小野田） 

株式会社河村福祉サービス  

〒755-0043 山口県宇部市相生町 4-2 

TEL:0836-33-0451 FAX:0836-33-4545 

＜不在籍施設＞ 
（山口地区） 
防府保養院 
 
 
 
 
正会員の方へ本年度お送りした振込用紙は、

すでに使用できません。 
会費の納入がまだの方は、郵便局の振込用紙

を利用して、至急振込をお願いします。 
郵便局からお振り込みの方は指定の振込用紙

に金額 8,000 円と記入し下記へ振り込んでくださ

い。 
・会員証が届くまでは、払込受領証を必ず保管 

しておいてください。 
 
 
 
 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局 

              TEL：083-920-0171 

＊職場の異動などがある場合、振込用紙に変更

事項の記入だけでは会員データが更新されませ

ん。異動届の提出をお願いします（県士会のﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞからも変更出来ます）。 
現在1年会費未納で会員資格喪失となります。 
早急のお振込みをお願いします。 

＊会員名簿配布について 
会員名簿は、希望をされる施設・自宅会員の方のみへ配布しております。 
来年度の会員名簿の配布を希望される方は、下記 URL、QRコードよりお申込ください。 

今年度配布を受けた施設も再度の連絡をお願いします。 

※回答締切日：R7年 2月末日 

なお、会員在籍施設一覧は、次年度も作成して全施設に配布いたします。 

配布は 7月頃の予定です。  

URL：https://forms.gle/yWY7dLfV5bZiWEKT7 

QRコード： 

＊それっちゃやまぐち 施設送付について  
令和 7年度のそれっちゃ送付希望施設の登録を行います。 

本年度送付登録されている施設も再度の登録をお願いします。 

送付を希望される施設は、下記 URL、QRコードより、送付希望のご回答よろしくお願いいたします。 

※回答締切日：R7年 2月末日 

URL：https://forms.gle/KnLqg6YoYUQCGqp36   

QRコード： 

 
 

事務局より 

 

着文書 

財務より 

郵便振替口座   

口座番号：01590-5-11556  

加入者名：山口県作業療法士会 

施設情報 

https://forms.gle/yWY7dLfV5bZiWEKT7
https://forms.gle/KnLqg6YoYUQCGqp36
https://forms.gle/yWY7dLfV5bZiWEKT7
https://forms.gle/KnLqg6YoYUQCGqp36
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皆様、2 月といえば何を思い浮かべますでしょうか？ 
節分（２月３日）、針供養（２月８日）バレンタイン（２月１４日）の他にも、調べてみるとまだ 

まだ沢山の行事や記念日があるそうです。 

その中でもこの度はバレンタインに焦点をあて、世界中のバレンタイン事情につ 
いて、「しっちょる？」していきます。 
 
 
○フランス 
フランスでは、男性から女性へ花やカードを贈ります。 
バレンタインデーは恋人たちの日という位置づけで、恋人同士や夫婦同士で贈り物をしたり、受け

取ったりするのが一般的です。 
二人で同じ時間を過ごすことが重要視されていて、レストランでバレンタインの特別メニュをゆっ

くり味わったり、コンサートや旅行に出かけることもあるようです。 
 
○イタリア 
イタリアでも、バレンタインデーは男性から女性へ贈り物をする日として知られています。 
また、バレンタインをきっかけとしてプロポーズすることもあるようです。 
定番のプレゼントはバラの花やジュエリーで、フランスと同様にレストランで食事を楽しむなど二

人でゆっくり時間を過ごす人も多いようです。 
 
○アメリカ 
アメリカでも、男性から女性に花束、ジュエリー、カードなどを贈ります。 

バレンタイン当日にディナーや映画、ミュージカルを楽しむことも多く、バレンタインの夜は街も賑

わう傾向にあるようです。 
恋人や夫婦のイベントという位置づけで、日本のような友達同士でチョコを渡したり、自分で少し

豪華なスイーツを楽しんだりする文化はないようです。 
 
○ベルギー 
ベルギーのバレンタインは、男性から女性へプレゼントを贈る、ちょっと高級なレストランの食事

を楽しむという以外に、「お世話になった人に感謝を伝える」という日でもあります。 
恋人や夫婦間では、花や香水、衣類などのプレゼントを贈りますが、日頃お世話になった人にも感

謝を伝え、さまざまな贈り物をするという風習があります。 
 
○イギリス 
イギリスのバレンタインデーは、好意を抱いている人へ匿名で想いを伝える日とされています。あ

えて名前を伏せてカードを贈り、受け取った人が何らかの行動を起こすことになっています。 
恋人同士、夫婦間では、他の国と同様に男性から女性へ花やお菓子の贈り物をするのが一般的なよ

うです。 
 
日本では基本的に、女性から男性にチョコレートを贈る事がほとんどでしょうか？ 

毎年、様々なチョコレートが売り場に並べられ、贈るものを悩んでいます。 
皆様、今年はなにを贈られますか？ 
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【編集後記】 
１月から糖分を抜くために大好きだったお菓子とジュースを禁止し、減量に取

り組むと決めた２０２５年。まずは１ヵ月、次は3ヵ月・・・いつまで続くかわか

りませんが、やれるところまでやってみようと思います！！編集員の皆さんが暖

かく見守り、健康管理してもらえるとのことなどで全面的に信じて取り組んでい

きます！！ 
 

 
文責：鍵本 

 
 
 
月１回発行   

□ 発行：山口県作業療法士会 ニュース編集委員会  

□ 編集担当：石丸 拓也 (専門学校 YICリハビリテーション大学校) 

       山本 隆次 (医療法人 愛の会 光風園病院) 

吉長 卓真（医療法人社団 宇部中央病院） 

鍵本 州英（介護老人保健施設 寿光園） 

岡本 春奈（リハビリデイサービスプラスワン） 

□ 印刷所： 社会福祉法人山口県コロニー協会経営 ワークショップ・山口 コロニー印刷 
 
 
 
 
 
 
 

記事の掲載依頼について 

≪一般社団法人 山口県作業療法士会 事務局≫ 
〒753‐0851 山口県山口市黒川 2572‐1 メゾン西京 103   
事務 児玉・岡﨑(Tel/Fax：083-920-0171 Mail：ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com ) 

Web：http://www.y-ot.jp/ 
 

☆ 原稿締め切り日は定例で毎月第 2日曜日としております。（変更の場合あり） 

次回 3月号（No.350）は令和 7年 2 月 9日が締め切りで、発行日は令和 7年 3月 6日頃です。

記事掲載希望の方は下記 E-MAIL アドレスへ送ってください。 

E-mail：yot_news@hotmail.co.jp 

（書式は Word、フォントは明朝 10.5P英数字は半角でお願いします。） 

＊編集の都合上、レイアウト等一部変更させて頂くことがあります。ご了承ください。 

☆ ニュースに対するご意見、ご感想をお待ちしています。 

＜県士会ニュース編集委員会＞ 編集委員長：YICリハビリテーション大学校  石丸 拓也 

（TEL）0836-45-1000 （FAX）0836-45-1010  

山口県作業療法士会 
LINE 公式アカウント 

山口県作業療法士会 
公式 Instagram 

それっちゃデジタル版 

https://www.instagram.com/yamaguchi_ot/
mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
http://www.y-ot.jp/
mailto:yot_news@hotmail.co.jp
https://y-ot.jp/members/newsletter/
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